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馬ス

「それ
～

lr・」

7月 8日 大沼公園におい

て、東北馬力大会が開かれ、

県内外から集まった、たく

さんの馬主が愛馬の力を競

いあいました。

馬の呼吸をはかるタイミ

ングは、まさに人馬一体。

この日は好天にも恵ま

れ、多数の観客から障害を

乗り越える馬に盛んな拍手

と声援が送られにぎわいを

見せていました。
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七
月
十
八
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で

あ
る

「
ド

コ
モ
グ
ラ
ン
フ
リ
２
０
０

１
十
三
湖
」
が
開
催
さ
れ
、
国
内
の

ト

ッ
プ
プ

ロ
や
ア
マ
チ

ュ
ア
の
選
手

百
人
が
出
場
し
て
、
ス
ピ
ー
ド
感
あ

開
催
期
間
は
、
初
日
と
二
日
目
に

絶
好
の
風
が
吹
き
、
選
手
ら
は
出
走

エ
ン
ト
リ
ー
し
た
後
、
次
々
と
湖
面

を
滑
走
し
て
い
き
ま
し
た
．

選
手
た
ち
は
、
「夏
に
ウ
イ
ン
ド

サ
ー
フ
イ
ン
に
適
し
た
風
が
吹
く
と

は
ご
十
三
湖
は
最
高
の
ス
ポ
ッ
ト
」

し
た
レ
ー
ス
で
ス
ピ
ー
ド
と
技
術
を

競
っ
て
い
ま
し
た
。

スピLドあふれる.レ

スピードと迫力あふれるレースを展開

恩

３
最
高
で
す
ね

電
♂
ブヂ曜
ァ稼姜
机
夫妻

今
回
、
ご
夫
婦

で
ド

コ
モ
２
０
０
１
に
参
加

さ
れ
た
お
二
人
に
、
市
浦
村

の
印
象
な
ど
を
お

伺

い
し
ま
し
た
。

名
越
選
手
は
、
昨
年

に
続
く
出
場

で
、
今
年

は
女
子

の
部
で
、
見
事
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

○
昨
年
に
続
く
出
場
で
、
今
回
は
見
事
優
勝
、

名
越
さ
ん

「
い
い
風
に
乗
れ
て
満
足
し
て
い

○
市
浦
村
の
印
象
は

夏
に
ウ

イ
ン
ド
サ
ー
フ
イ
ン
が

で
き
て
、
最

高
で
す
ね
。
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
る
点
も
、
と

て
も
素
敵
だ
と
思
い
ま
す
。

○
夏
の
練
習
は
主

に
ど
ち
ら
で

ハ
ワ
イ
の
マ
ウ
イ
島
に
住
ん
で
い
る
の
で
、

主
に
現
地
で
の
練
習
に
な
り
ま
す
。

○
ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
イ
ン
歴
は
何
年

で
す
か
。

ブ
ヂ
ア
ニ
ス
さ
ん

「
十
五
年
に
な
り
ま
す
。
」

名
越
さ
ん

「
七
年

で
す
」

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば

っ
て
下
さ

い
。
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澤

軽

半

島

横

断

市
浦

―
蟹
田
間
を
結
ぶ
新
や
ま
な
み
号
運
行

津
軽
半
島
を
横
断
し
て
市
浦
ヽ
蟹

円
間
を
結
ぶ
新
や
ま
な
み
号
が
、
七

う
　
　
月
十
八
日
か
ら
運
行
さ
れ
ま
し
た
。

祝
　
　
　
第
一便
の出
発
に合
わ
せ
、
十
三

磁
　
　
公
民館
前
で行
わ
れ
た
、
同
バ
ス
の

礎
　
　
運
行
セ
レ
モ
ニー
では
、
工藤
助
役

卜
　
　
が
「津
軽
半
島
の交
流
と
観
光
客
誘

わ
　
　
致
を
目
指
し
て
い
る
。
多
い
に
バ
ス

テ・プ　　】『嘲れ崚秋「さぃ。」とあい

▲
　
　
　
引
き
続
き
、
工
藤
武
則
議
長
ら
関

係
者
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
新

や
ま
な
み
号
の
運
行
を
祝
い
ま
し
た
。

不
法
投
票
の
粗
大
ゴ
ミ
を

一
斉
撤
去

役
場
職
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

交
通
安
全
意
識
を
高
め
よ
う

第
１９
回

圭目
空
リ
レ
ー
式
交
通
安
全
大
会

八
月
九
日
、
役
場
職
員
で
構
成
さ

れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

（桑

野
邦
夫
会
長
）
が
村
内
に
不
法
投
葉

さ
れ
た
粗
大
ゴ
ミ
等
の
一
斉
撤
去
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

村
内
の
人
目
に
つ
か
な
い
場
所
に

不
法
投
棄
さ
れ
て
い
る
粗
大
ゴ
ミ
は

主
に
冷
蔵
庫
、
テ
レ
ビ
、
洗
濯
機
で
、

こ
の
日
撤
去
さ
れ
た
粗
大
ゴ
ミ
は
、

ニ
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
四
台
、
軽
ト
ラ
ッ

ク
二
十
台
分
に
も
の
は
り
ま
し
た
。

不
法
投
棄
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

夏
の
交
通
安
全
運
動
に
あ
わ
せ
毎

年
行
わ
れ
て
い
る
、
青
空
リ
レ
ー
式

交
通
安
全
大
会
が
七
月
二
十
四
ロ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
前
で
行
わ
れ
、

関
係
者
七
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
リ
レ
ー
旗
が
中
里
町

か
ら
引
き
継
が
れ
、
高
松
村
長
が

「
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
継
続
し
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
っ
。
引
き
続
き
ア
ト

ム
保
育
園
父
母
の
会
会
長
の
新
岡
文

子
さ
ん
が

「子
供
た
ち
の
事
故
防
止
、

若
者
の
無
謀
運
転
の
追
放
、
高
齢
者

の
交
通
事
故
防
止
対
策
な
ど
、
よ
り

一
層
交
通
事
故
防
止
に
努
め
よ
う
」

と
大
会
宣
言
を
読
み
上
げ
、
採
択
さ

＞
大
会
宣
言
　
　
　
　
　
　
　
　
大
会
終
了
後
は
、
参
加
者
全
員
で

火
災

の
な

い
村

に

平
成
１３
年
度

消
防
団
定
期
観
閲
式

消
防
団
員
の
相
互
の
強
調
を
図
り
、　
　
に
移
し
式
典
が
行
わ
れ
、
市
浦
婦
人

ミ
ヽ
　
　
火
災
な
ど
の
際
に
は
万
全

・
的
確
に
　
　
防
火
ク
ラ
ブ
や
ア
ト
ム
幼
年
消
防
ク

脚　　樹跡一時当部同̈
卸瞳簾阿卸れ　　”″江御機嘲秋肉翻畳脚『赫議

緩
　
　
行
わ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
れ
ま
し
た
。

躊
　
　

で
調
剛
は
貯
〔
に
時
〔
」
Ⅷ
嗜
銅
同
　
　

一二
は
融
一
呻
貯
〔
母
制
攣
御
稀
翻
一

私
　
　
の
団
員
が
分
列
行
進
を
行
い
、
人
員
　
　
「今
後
も
消
防
団
関
係
団
体
が
さ
ら

▲
　
　
姿
勢
服
装
点
検
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
　
　
に
連
携
を
深
め
、
火
災
の
な
い
村
市

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浦
を
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

引
き
続
き
、
会
場
を
役
場
駐
車
場
　
　
一百
葉
に
力
を
込
め
ま
し
た
。

バ
イ
パ
ス
を
行
き
交
う
車

一
台

一
台

に
交
通
事
故
防
止
の
マ
ス
コ
ッ
ト
を

配
布
し
て
、
交
通
事
故
防
止
を
呼
び▲街頭指導「安全運転でお願いします」
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口

層

■

■

「安
藤
文
化
の
ふ
る
さ
と
」
を
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
市
浦
村
で
は
、

安
藤
氏
が
支
配
し
た
北
日
本
屈
指
の

中
世
港
湾
　
十
三
湊
遺
跡
の
発
掘
調

査
を
継
続
し
て
進
め
て
い
ま
す
¨
今

湊
遺
跡
の
発
掘
調
査

に
つ
い
て
紹
介

霊
扁
口
■
■

調
査
を
行

っ
た
場
所
は
十

二
湊
の

北
端
部
に
近

い
県
道
に
面
し
た
十
二

集
落
の

一
角

（
１
３
５
次
調
査
　
ンご

し
た
場
所

（
１
３
４
次
調
査
一
で
す

．

今
回
は
県
道
か
ら
湖
岸
ま
で
通
じ

る
道
路
を
造
成
す
る
た
め
、
遺
跡
が

破
壊
さ
れ
て
し
ま
う
悩
所
の
発
掘
調

■
図
因
圏
■

湖
岸
に
面
し
た
場
所
で
、
調
査
面

中
世
の
竪
穴
遺
構
が
七
基
も
重
な
り

で
、
直
径
六

ｍ
の
規
模
を
も
ち
、
床

に
粘
上
を
貼

っ
て
造
成
し
て
い
る
Ｌ

派
な
竪
穴
道
購
も
見

つ
か
り
ま
し
た
¨

「
早
穴
遺
構
」
と
は
地
ド
深
く
に

大
き
く
穴
を
掘

っ
て
茅
茸
き
の
屋
根

を
か
け
た
簡
易
な
建
物
の
こ
と
で
す

¨

一
般
的
に
Ｉ
房
跡
と
か
倉
庫
跡
と
考

口

回

国

日

場
所
は
県
道

（江
戸
時
代
は
十

二

街
道
ヒ
呼
称
二
に
面
し
た
町
屋
の

一

角
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
近
現
代

ヽ
中

世
ま
で
の
生
活
跡
が
重
な
り
あ

っ
て

見

つ
か
り
ま
し
た
。
安
藤
氏
が
活
躍

し
た
中
世
期
の
遺
構
に
は
井
戸
跡
が

は
生
活
飲
料
に
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

こ
こ
が
居
住
空
間
と
し
て
活
発
に
利

用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
¨
そ
の
ほ
か
、
掘
立
柱
建
物
跡
や

曝
敷
割
り
を
示
す
溝
跡
、
或

い
は
柵

囲
い
の
堀
跡
も
見

つ
か
り
ま
し
た
¨

鳳

＝

■

■

庸
川
城
の
発
掘

調
査
が
始
ま
る
′

で
に
富
山
大
学
に
よ

っ
て
、
唐
川
城

の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
．

府
川
城
は
安
藤
氏
の

「お
城
」
と
思

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
原
型
は

平
安
時
代
後
期

（卜
世
紀
後
半
　
ト

世
紀
代

一
に
さ
か
の
ぼ
る
占
代
の

防
御
性
　
」
同
地
集
落
だ

っ
た
二
と
が

分

か
―，
ま
し
た
　
唐
―――
城
は
専
高

一

バ
〓

ｍ
と

い
う
高
所
に
あ
――
、
平
坦

三
つ
の
郭

一北
郭
　
中
央
郭
　
南
郭

一

南
郭
に
あ
た
る
井
．ｐ
跡
周
辺
で
、
発

掘
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
　
ま
た
、

片
戸
跡
に
つ
い
て
は
安
藤
氏
が
北
海

市
浦
村
教
育
委
員
会

学
芸
員
　
榊

原
　
滋

十三湊遺跡③
:

編難1_1.■.L″二、_二″_r_「、、一メ



リ
ー
ダ
ー
を
育
て
よ
う

子
ど
も
会
で
ジ
ユ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

き
板
に
描
い
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
で
は
、

全
国
の
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
に
参
加
し

た
こ
と
の
あ
る
市
浦
小
学
校
教
論
の

前
多
昌
顕
さ
ん
が
指
導
に
あ
た
り
、

ま
た
、
昨
年
の
参
加
者
が
指
導
者
と

し
て
参
加
す
る
な
ど
、
有
意
義
な
も

の
と
な
り
、
子
ど
も
会
で
は

「今
後

は
中
学
生
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
も
考

え
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

市
浦
野
球
ク
ラ
ブ
が
準
優
勝

第
２０
回

小
泊
村
健
や
か
少
年
野
球
大
会

こ
れ
は
、
市
浦
村
子
ど
も
会
育
成

連
合
会

⌒三
和
悦
穂
会
長
）
主
催
に

よ
る
も
の
で
、
「子
ど
も
会
の
リ
ー

ダ
ー
を
育
成
し
よ
う
」
と
、
五
年
生

児
童
二
十
八
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ

初
日
は
、
参
加
者
全
員
で
テ
ン
ト

設
営
し
た
あ
と
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
に
挑
戦
。
大
沼
の
ほ
と
り
を
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
し
な
が
ら
、
約
十
力
所
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
に
仕
掛
け
ら
れ

た
。
そ
の
後
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
づ
く

り
を
行
い
、
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス

で
は
、
班
ご
と
に
ゲ
ー
ム
や
歌
を
だ

し
あ
い
、
肝
だ
め
し
で
は
悲
鳴
を
あ

げ
て
い
ま
し
た
。

一
．十
四
日
は
、
焼
き
板
工
作
に
挑

戦
Ｇ
板
を
炭
で
焼
き
、
乾
い
た
タ
オ

ル
で
み
が
き
あ
げ
、
絵
の
具
を
つ
か

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
な
ど
を
焼

七
月
二
十
五
、
六
日
の
二
日
間
に

わ
た
っ
て
、
小
泊
村
に
お
い
て
、
第

二
十
回
健
や
か
少
年
野
球
大
会
が
行

わ
れ
、
市
浦
野
球
ク
ラ
ブ
が
準
優
勝

こ
の
大
会
に
は
、
五
所
川
原
以
北

の
五
市
町
村
か
ら
八
校
が
参
加
。
当

村
の
市
浦
野
球
ク
ラ
ブ
は
、　
一
回
戦

で
下
前
ク
ラ
ブ
に
、
準
決
勝
で
中
里

北
光
ク
ラ
ブ
に
そ
れ
ぞ
れ
コ
ー
ル
ド

勝
ち
し
決
勝
戦
に
進
出
。
金
木
ク
ラ

ブ
と
対
戦
と
な
り
ま
し
た
が
、
先
取

点
を
あ
げ
る
も
、
惜
し
く
も
敗
れ
ま

表
彰
式
で
は
、
石
岡
剛
宗
主
将

（市
浦
小
六
年
）
が
賞
状
を
受
け
と

り
、
「来
年
は
、
ぜ
ひ
優
勝
旗
を
と

っ
て
き
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま

主
な
結
果
と
個
人
賞
は
次
の
と
お

▼
一
回
戦

師赫″″″　０００２０２０１０２一〇７

一五
回
コ
ー
ル
ド
）

（市
）
山
崎
俊
―
中
井
怜

（下
）
柏
崎
―
成
田

◎
二
塁
打
　
成
田
　
智
哉

（市
一

中
井
　
　
怜

（市
）

▼
準
決
勝

『動″”″　０４０２‐２０２一‐１０

（四
回
コ
ー
ル
ド
）

（市
）
吉
田
智
拓
―
中
井
怜

（中
）
三
上
―
古
川

◎
本
塁
打
　
石
岡
　
剛
宗

（市
）

吉
田
　
智
拓

（市
）

▼
決
　
勝

柿柿″″″　６‐０‐３０２２細一‐‐５

（五
回
時
間
切
れ
）

（市
）
古
田
智
拓
　
山
崎
俊
―

中
井
怜

（金
）
近
村
―
秋
元

【個
人
賞
】

★
敢
闘
賞

士
［
　
田
　
智
　
拓

（市
浦
ク
ラ
ブ
）

15 醐ιチろ
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音響機器を寄贈
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十

一
月
で
海
遊
館
も
早
い
も
の
で

満

一
歳
を
迎
え
ま
す
。
寒
い
冬
の
日

に
も
た
く
さ
ん
の
皆
様
の
ご
利
用
や

年
越
し
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
な
ど
、
い

っ
ぱ
い
の
良
い
思
い
で
を
頂
き
ま
し

た
。
そ
し
て
皆
様
の
元
気
の
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
、
お
役
に
立
ち
た
い
と

一
層
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

そ
こ
で
一
周
年
を
記
念
し
た
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
海
遊
館
の
イ
メ
ー
ジ
び
っ
た

り
の
看
板
娘
を
選
出
し
ま
す
。
他
に

も
い
ろ
ん
な
企
画
を
実
施
し
た
い
と

思
い
ま
す
が
、
皆
様
の
海
遊
館
と
し

て
は
、
皆
様
か
ら
の
楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
企
画
も
ど
ん
ど
ん
取
り
入
れ
た
い

で
す
。
海
遊
館
の
フ
ロ
ン
ト
に
置
い

て
あ
る
投
書
箱
に
ご
意
見
や
イ
ベ
ン

ト
内
容
な
ど
お
書
き
の
上
、
投
書
下

さ
い
。
勿
論
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
採

用
さ
せ
て
頂
い
た
方
に
は
記
念
品
も

贈
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。
ふ
る
っ
て
応

募
下
さ
い
。
そ
し
て
盛
り
上
が
り
ま

し
ょ
う
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

暑
い
夏
海
遊
館
で
楽
し
く
過
ご
し

て
頂
い
て
ま
す
か
？
現
在
、
夏
だ
け

特
別
―
夏
の
疲
れ
た
身
体
や
紫
外
線

で
傷
つ
い
た
肌
を
癒
す
極
上
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
ご
用
意
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
是
非
体
験
し
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
？
九
月
三
十
日
ま
で

実
施
し
て
い
ま
す
。

●
バ
ン
ダ
ル
ゴ

（３０
分

￥
２
０
０
０
）

ム
で
す
ｃ
薄
く
グ
リ
ー
ン
に
色
づ
い

た
海
水
の
泡
が
優
し
く
全
身
を
マ
ッ

サ
ー
ジ
、
ミ
ネ
ラ
ル
の
宝
庫
と
い
わ

れ
る
海
藻
エ
キ
ス
が
疲
れ
た
肌
を
再

生
し
ま
す
。

●
ミ
ン
ト
パ
ス
マ
ッ
サ
‥
ジ

（３０
分

￥
２
０
０
０
）

海
水
の
ジ
ェ
ッ
ト
バ
ス
マ
ッ
サ
ー

用
い
た
贅
沢
な

一
品
で
す
。
オ
イ
ル

社
の
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
ミ
ン
ト
を
使
用

し
ま
す
。
ミ
ン
ト
に
は
痛
み
の
緩
和

や
殺
菌
作
用
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

効
果
な
ど
多
く
の
効
用
が
あ
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
美
容
に
も
効
果
あ
り
。
ミ

ン
ト
で
ス
ツ
キ
リ
と
夏
向
け
の
限
定

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

★
出

身

地
　
市
浦
村

★
生
年
月
日

Ｓ
５．
年
２
月
９
日

（２５
歳
）

★
み
ず
が
め
座
、
Ａ
型

★
家
族
構
成

父

・
母

・
妹

・
祖
母

・
本
人

★
趣
　
　
味

熱
帯
魚
飼
育
、
読
書
、
映
画
鑑
賞
、

音
楽
鑑
賞

俳
優
は
ロ

ど
邦
画
は
見
ま
せ
ん
。
で
す
が
、　
一

番
最
近
見
に
行
っ
た
映
画
は

「千
と

千
尋
の
神
隠
し
」
で
す
。

好
き
な
熱
帯
魚
は
ロ
ー
チ

（ド
ジ

ョ
ウ
）
の
仲
間
で
鮮
や
か
な
色
彩
と

独
特
の
動
き
が
た
ま
ら
な
く
魅
力
的

な
ん
で
す
が
、
普
段
は
隠
れ
て
ば
か

り
で
じ
っ
く
り
鑑
賞
す
る
こ
と
が
出

来
ま
せ
ん
。
ま
た
、
魚
に
話
し
か
け

せ
ん
。

蒐
集
癖
が
あ
り
、
何
で
も
と
っ
と

い
て
捨
て
る
こ
と
が
出
来
な
い
う
え

に
か
た
づ
け
が
下
手
な
の
で
部
屋
は

い
つ
も
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
ま
す
。

書
籍
も
読
み
終
え
る
前
に
次
の
一
冊

を
無
計
画
に
買
っ
て
し
ま
う
の
で
読

ん
で
な
い
本
が
ど
ん
ど
ん
た
ま
っ
て

大
変
で
す
。
分
か
っ
て
い
て
も
や
め

ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
ん
な
私
で
も
よ
け
れ
ば
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

この度、海道館もオープンより10か月目を迎えることになりました。最近やつと地元に馴1染んできたかな
と思うようになりました。そして、もうすぐ1周年 !記念イベントを開催します。詳しくは以下を御覧下さ
い。1周年に向けて海遊館は、ますます皆様の元気のサポーターとして頑張つていきます。
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⑨圃⑨固は『ma②□』冒す

」警雇:思た暑iHil整詈馬璽3だF急青1111111:ヰ
しい認識を皆さんへ深めるため9月

そこで今回は子供に多い思いがけない事故があつた時の対応と応急処置の方法について説明します。

★子供の事故の中で最も多いのがタ ノヽ コ の 言呉飲 (誤 つて飲む)です。

はいはいを始める6か月児から増えはじめ、よちよち歩きする8か月児にはビークが見られます。大人

が、たばこの吸いがらをジユースやビールの空き缶に入れて、誤つて液を飲んでしまう事故も多く見ら
れます。

○症    状
顔色が青白くなり、吐いたり、くったりします.腹痛や下痢、よだれが多 く出たり脈が早 くなる事も

あります。ひどい場合は、意識がなくなったりけいれんして呼吸ができなくなります。

○その時の処置
●慌てずにまず吐かせます。
●水に浸つていたタバコを食べたりその液を飲んだ場合はす く医師の診察を受けましょう。

●乾いたタバコを食べた時や食べた量の大部分を吐いたことが確認できたら、顔色や吐き気など異常が

ないか注意 して様子を見ます.

●少 しでも異常があれば医師の診察を受けましょう□

◎このような事故を防ぐためには…
●ジュースやビールの空き缶を灰皿がわりに使うのはやめましょう□
●灰皿の後始末だけでなく、新 しいタバコも子供の目に届 く所に放置 しないようにしましょう.

◆救急車を呼ぶ時には■

119番等で救急車を要請する時には慌てず次の事を伝えて下さい。
●火事か救急か?例 「救急車お願いします」
●住所、氏名 例「十三の○○です、家はOC)の 近くです」
●どうしてそのような状態になったのか、また、今どんな状態なのか見たままの様子を話してください。
●けが人や急病人が複数いる場合はその人数を話してください。

◆携帯電話からの119書で救
=車

を呼ぶ時には

'|111■

1‖■ま11■ FI‐ 1■
::

携帯電話からの 119番は五所川原消防署へつながり、それから市浦消防署に救急車の要請がはいります。

救急車を呼ぶときは次のことを詳 しく知らせて下さい。
●自分の名前 ●今どこにるのか (わ からない場合は周 りの建物等)

●今どのような状態なのか    ●自分の携帯電話の番号

救急車が到着するまでの間は携帯電話の電源は切らずにいつでも救急隊と連絡が取れるようにしておき

ましょう。

◆市浦消防署からのお知らせ |11■■|||■11薫:=11111キ:●iflll

日曜祝日や深夜に急に具合が悪 くなつたり、けがをして救急車で行くほどでもないがどこかの病院で診

てもらえるか迷った時は消防署へ問い合わせてください。症状にあった病院を紹介 します。

市浦消防署では救命率の向上、応急手当の普及を図るため救急講習会を実施 しております。職場 。団体

等でいざという時のために覚えておきませんか ?
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最近、強盗、殺人等の凶悪犯罪をはじめ少年のい
`じ めや非

行、様々な悪質商法、高齢者が当事者 となる交通事故など、

県民の皆様が不安を感 じる事件事故が多発 しています。
このような事件事故から被害を未然に防止するための相談

に応 じています。

相談は、警察本部警察安全相談室で受けています。
8017-735-9110又 は、

プツシユ回線短縮ダイャル、#9110
(応えますあなたの相談シャープきゅういちいちまる)

また、金木警察署の警察安全相談窓口でも受け付けていま

す。853-2117番 です。ひとりで悩 まず、警察安全相談窓口

をご不J用 ください。

ホッグ・アレン・AJさ ん
(Hoge・ Alen・ AJ)

8月 1日 から市浦村に英語

指導助手として着任 しました、

ホッグ・アレン・A」 さんを

紹介します。

○出身は… ?

アメ リカ、 ジ ョー ジア州

○市浦の皆さんに一言どうぞ

市浦村に来てから、まだ間もないの

ですが、とてもいい所だと思います。

されいな 自然環境が特 に大好 きで

す。市浦村の皆 さんどうぞよろ しく

お願いします。

市
浦
の
み
な
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

市浦村町内会連合会役員について、このたび下記のとお り

決まりましたので、お知らせいたします。

任期は平成14年 度まで。

●連合会長  川 口 定 雄 (相 内第 3)
●副 会 長  岡 本 慶 蔵 (相 内第 1)
●副 会 長  斎 藤 正 彦 (下 脇 元 )

●副 会 長  佐 藤 孝 雄 (十 三まち)

●監  事  奈 良 幸 雄 (大  田)

●監  事  竹 谷 博 則 (上 脇 元)

人
事

と
救

急

・
救
助

は

一
一
九

番

消

防

ネ

主

卜

一
ワ

下

ク

濃
火
器
の
不
正

理
事
に
つ
い
て

悪
質
業
者
に
よ
る
消
火
器
の
点
検
詰

め
替
え
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

「消
防
設
備
の
点
検
に
伺
い
た
い
ピ

と
電
話
を
入
れ
て
か
ら
訪
れ
る
業
者
と
、

繁
忙
時
に
直
接
事
業
所
を
訪
れ
、
「今

か
ら
消
火
器
の
点
検
を
行
な
い
ま
す
。」

な
ど
と
い
う
言
い
方
で
従
業
員
に
対
し

詳
し
く
説
明
せ
ず
、
消
火
器
詰
め
替
え

の
書
類
に
サ
イ
ン
を
さ
せ
点
検
後
高
額

の
請
求
を
し
ま
す
。

契
約
し
て
い
な
い
業
者
が
突
然
現
れ

た
場
合
は
要
注
意
で
す
。
契
約
内
容
を

よ
く
確
認
し
、
疑
問
点
が
あ
っ
た
場
合
、

す
ぐ
に
消
防
署
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
消
防
署
で
は
消
火
器
の
訪
問

販
売
、
詰
め
替
え
等
は
一
切
行
っ
て
い

ま
せ
ん
の
で
、

「消
防
署
か
ら
来
ま
し

た
。」
と
い
う
業
者
も
注
意
し
て
く
だ

お
み
ご
と

澤
曖
プ
ン
ー

平
成
十
三
年
六
月
二
十
五
日
、
小
泊

村
に
お
い
て
パ
レ
ッ
ト
運
搬
用
リ
フ
ト

で
の
作
業
中
、
運
転
を
誤
っ
て
海
中
に

転
落
し
た
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
と
き
、
た
ま
た
ま
現
場
付
近
に

い
た
人
が
転
落
し
た
音
を
聞
き
現
状
を

確
認
し
て
大
声
で
助
け
を
求
め
、
近
く

で
作
業
を
し
て
い
た
二
人
が
そ
の
声
を

聞
き
付
け
転
落
場
所
ま
で
走
っ
て
き
て
、

一
人
が
落
ち
た
人
を
助
け
る
た
め
に
海

に
飛
び
込
み
、
も
う

一
人
が
浮
輪
を
持

っ
て
き
て
海
に
投
げ
込
み
集
ま
っ
て
き

た
人
達
と
岸
壁
に
引
き
揚
げ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
海
に
落
ち
た
人
は
意
識

が
無
か
っ
た
た
め
、
集
ま
っ
て
い
る
人

の
中
か
ら
心
肺
そ
生
法
の
知
識
の
あ
る

数
人
で
、
気
道
の
確
保
、
人
口
呼
吸
、

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
い
救
急
隊
が
現

場
に
到
着
し
た
と
き
に
は
意
識
が
回
復

し
一
命
を
と
り
と
め
ま
し
た
。

愛
す
る
家
族
や
、
自
分
自
身
の
命
を

守
る
た
め
に
も
、　
一
人
で
も
多
く
の
人

た
ち
が
救
急
法
を
身
に
つ
け
て
お
く
こ

と
は
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

な
お
、
消
防
署
で
は
救
急
講
習
会
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。



情報をお寄せください

お しら せ
役場の電話は62-2111

市浦村の人口と世帯数  平成1381現在

市浦村では、青森県信用保証協会と中小企業者の

事業資金にかかる借入を円滑にするため、次の特別

保証制度を実施 しています。

地元中小企業者のご利用 しやすい制度 として、き

め細かな対応をしていくことになっていますのでご

利用 ください。

◆特別保証制度

項 ③ 簡易小日資金
保 証 金 額 1,000万 円

期 間 7年以内

貸 付 利 率 38040以 内

保 証 料 年率 085%

>お 問い合わせ

青森県信用保証協会五所川原支所 835-4121
役場経済観光課         862-2111

農業用使用済みプラスチ ック (ハ ウスビニール、マル

チ等 )は産業廃棄物に区分 されています。使用済みのプ

ラスチ ックは、農業者が自場の責任で適正に処理するこ

県内の交通事故概況

２３
〇
一Ю
囲
一４ｍ

～ ご 相 談 は お 早 め ′ご ～

国民生活金融公庫では、高校、短大、大学、専修

学校、各種学校などに入学・在学するお子様をお持

ちのご家庭を対象に、低利の教育資金制度を設けて

います。志望校が決まりましたらお早めに相談を。

【制度の概要】

◆融資限度

学生・生徒お一人につき200万円以内

◆返済期間

10年 以内 在学期間内で元金据置|]能

(返済期間に含まれる)

◆返済方法

毎月元利均等払

(ボーナス併用、ステップ払も可能)

◆利  率

年185%(固 定金利)平 成13年 6月 30日 現在

>お 問い合わせ

国民生活金融公庫弘前支店 80172-36-6303

自衛隊では、防衛大学校、防衛医科大学校、看護

学生を募集 しています。

◆受験責格

〔防衛大学校・防衛医科大学校〕

高校卒業 (見 込み合)、 21歳未満の方

〔看護学生〕

高校卒業 (見 込み含)、 24歳未満の方

◆受付期間 9月 13日 ～10月 12日

◆試験期日 防 衛 大 学 校 H月 10日 1ヽ1日

防衛医科大学校 11月 3日 ヽ4日

看 護 学 生 10月 23日

>お 問い合わせ

自衛隊青森地方連絡部 五所川原募集事務所

486
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覆

果

に

つ

い

て

●
中
核
症
状
　
症
状
の
進
行
を
抑
え

る
薬
剤
と
リ
ハ
ビ
リ
等
に
よ
っ
て

残
っ
て
い
る
知
的
機
能
を
な
る
べ

く
保
つ
こ
と
を
す
る
。

●
随
伴
症
状
　
治
療
薬
に
よ
つ
て
あ

る
程
度
症
状
を
軽
く
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
介
護
者
を
悩
ま
せ
る
の

は
主
に
随
伴
症
状
で
あ
る
。

治
ら
な
い
痴
呆
と
診
断
さ
れ
た
場

合
で
も
、
適
切
な
治
療
を
す
る
こ
と

で
症
状
を
軽
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
大
切
な
の
は
、
「年
の
せ
い
だ

か
ら
」
と
諦
め
る
の
で
は
な
く
そ
の

家
族
が

「痴
呆
＝
病
気
で
あ
る
こ
と
」

を
理
解
し
治
療
に
結
び
付
け
る
こ
と

で
す
。
精
神
科
を
は
じ
め
と
し
た
専

門
病
院
な
ど
を
早
期
受
診
し
、
早
期

治
療
、
相
談
へ
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

★
症
状
の
特
徴
と
対
応

記
憶
障
害
で
は
、
最
近

（今
し
が

た
）
の
記
憶
、
行
動
を
忘
れ
、
む
し

ろ
昔
の
記
憶
が
残
っ
て
い
る
。
そ
の

た
め
「
」飯
を
食
べ
て
い
な
い
」
「家

に
帰
る
」
等
と
言
っ
た
り
し
、
こ
の

場
合
は
、
本
人
の
話
に
合
わ
せ
た
対

応
を
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
言
え
る
。

他
人
に
は
体
面
を
保
っ
て
よ
そ
行

き
の
顔
を
見
せ
る
が
、
よ
り
身
近
な

介
護
者
に
対
し
て
症
状
が
出
や
す
い

傾
向
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、　
一
生
懸

命
介
護
し
て
い
る
の
に
、
ひ
ど
い
仕

打
ち
を
受
け
て
い
る
気
持
ち
に
な
っ

て
し
ま
う
が
、
そ
れ
は
む
し
ろ
介
護

者
＝
一
番
信
頼
し
て
い
る
家
族
で
あ

る
証
拠
と
思
い
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て

介
護
者

一
人
で
悩
む
の
で
は
な
く
、

家
族
み
ん
な
、
あ
る
い
は
支
援
機
関

へ
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

川
　
浩
　
一

（山
　
梨
）

良
　
美
保
子

（大
　
田
）

村
　
康
　
仁

（大
　
田
）

邊

睦

実

（栃

木
）

和

朋

之

（相

内
）

池

恵

子

（新

潟
）

▼
お
く
や
み

セ
ツ
子

（磯
松
一
５８
歳

雪
　
江

（十
三
）
７７
歳

茂
　
夫

（相
内
）
６０
歳

は
　
つ

⌒磯
松
）
硼
歳

キ
　
セ

（相
内
）
８６
歳

キ
　
ヨ

（相
内
）
９４
歳

高
齢
化
に
伴
い

「福
祉
」
が
充
実

さ
れ
、
当
村
で
も
随
分

「在
宅
介
護
」

さ
れ
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
中
で

も

「痴
呆
」
と
な
る
方
が
増
え
つ
つ

あ
り
、
介
護
者
が
大
変
苦
し
い
思
い

を
さ
れ
て
い
る
現
状
が
見
受
け
ら
れ

★
痴
果
の
原
因

原
因
は
様
々
な
も
の
が
あ
り
、
そ

の
中
に
は
、
も
と
の
病
気

（ホ
ル
モ

ン
の
異
常
、
硬
膜
下
皿
腫
等
）
を
適

切
に
治
療
す
る
こ
と
で

「治
る
痴
呆
」

★
症
状
と
治
療

▼
お

誕

生

木
津
谷
　
大
　
雅

（相
内
）

小
田
桐
　
　
　
鈴

（相
内
）

丁
子
谷
　
ま
り
も

（相
内
）

笹
　
山
　
佳
　
乃

（相
内
）

鳴
　
海
　
美
　
幸

（大
田
）

柳

谷

凱

賓

十
三

▼
こ

結

婚

（岬田格　姜香諺
一榊
内 田   龍 彰 恵  英 勝

山 湊 藤 江 浦 中   
― ― ―天 三 渡 木 奈 宮◎

Ｏ

①

③

夏
に
こ
ん
な
風
が
吹
い
て
も
い
い
の
か

と
い
う
ほ
ど
の
『強
風
』
。
会
場
で
は
ジ

（三
不
）

…

藤
口
は
つ
さ
ん
（
‐００
歳
）
ダ
ら
か
に

市
浦
村
の
最
高
齢
者
の
藤
田

は
つ
さ
ん
（磯
松
）
が
八
月
九
日

老
衰

の
た
め
、
お
亡
く
な
り

に

な
ら
れ
ま
し
た
。

藤

田
さ
ん
は
、
明
治
三
十

四

年

三
月

二
十

八
日
生
ま
れ

の
満

百
歳
。
市
浦
村

で
初
め

て
百
歳

到
達
者

で
も
あ
り
ま

し
た
ｃ
今

年

三
月

に
は
、
村
か
ら
百
歳

の

顕
彰
状
を
受
賞
。


